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第３章 新エネルギーの賦存量・利用可能量 

１．対象とする新エネルギー 

（１）調査対象 

新エネルギーの賦存量・利用可能量の調査にあたっては、２００８年（平成２０年）に一部改

正された「新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法」で定義されている①太陽光発電、②

太陽熱利用、③風力発電、④バイオマス発電、⑤バイオマス熱利用、⑥バイオマス燃料製造、⑦

温度差熱利用、⑧雪氷熱利用、⑨中小規模水力発電（１,０００ｋＷ以下）、⑩地熱発電（バイナ

リ方式）を調査対象とします。また、法改正で定義から除外された「廃棄物熱利用・発電」につ

いても参考として調査対象に加えます。 

 

（２）新エネルギー賦存量・利用可能量の推計手法 

①賦存量の定義 

 新エネルギー賦存量は、物理的限界潜在量（物理的限界量）とも言い、時間的制約や社会的条

件等は考慮されない、純粋に物理的な潜在量を推計したものです。 

 

 

 わが国における新エネルギーの潜在力の程度を把握するにあたっては、まず、新エネル

ギーの導入に係る時間的制約や社会的条件等を捨象した単純な仮定（現実性の裏付けのな

い仮定）の下での究極的なエネルギー量を「物理的限界潜在量」と定義します。 

  物理的限界潜在量＝ƒ（物理的条件、技術レベル） 

   ・物理的条件：土地面積、自然条件（エネルギー密度） 

   ・技術レベル：利用率、発電効率（現時点及び現時点で想定されるレベル） 

   ・考慮されない要因：①時間的制約  ②社会的条件等 
                  （出典：ＮＥＤＯホームページ http://www.nedo.go.jp/から）

 

②利用可能量の定義 

 利用可能量は実際的潜在量とも言い、各種新エネルギーを利用するにあたり、立地条件や技術

的制約等を考慮した、利用可能な（または利用が期待される）エネルギー量を言います。 

 

 

物理的限界潜在量をベースにして、社会的条件等を念頭においた一定の導入割合に幅を持

たせて得られる値を「実際的潜在量」と定義し、比較的現実的に利用が可能と想定される

実際的な潜在的エネルギー量として試算されます。 

 実際的潜在量＝物理的限界潜在量×α 

  ・α：社会的条件等を考慮した導入割合 

  ・考慮されない要因：①時間的制約（導入実現のシナリオ） 
                  （出典：ＮＥＤＯホームページ http://www.nedo.go.jp/から）

賦存量 

利用可能量 
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③エネルギーの形態と換算 

 エネルギーには電気エネルギーや熱エネルギー、光エネルギー、化学エネルギー、原子エネル

ギーなど様々なエネルギーの形態がありますが、新エネルギーとして利用するのは電気エネルギ

ーと熱エネルギーです。 

 太陽光発電や太陽熱利用など新エネルギーの分類によっては、どちらか一方のエネルギーしか

作り出せないので、電気と熱の量をそのまま比較することはできません。そこで、発生したエネ

ルギーの大きさを比較するには、次に示すように電気を熱量換算するか、電気と熱を１次エネル

ギー換算（同等のエネルギーを化石燃料である原油の量に置き換えること）して、単位をそろえ

ます。 

また、既存のエネルギーを新エネルギーに置き換えることで二酸化炭素の排出量が削減できる

と考えられるため、新エネルギーの賦存量・利用可能量を二酸化炭素排出削減量に換算（二酸化

炭素換算）することができます。 

 

電気の熱量換算（ＭＪ）＝電気エネルギー（ｋＷｈ）×３．６（ＭＪ/ｋＷｈ） 

 電気の原油換算（Ｌ）＝熱量換算量（ＭＪ）÷４０（％）÷３８.２（ＭＪ/Ｌ） 

                       └火力発電効率 

 熱の原油換算（Ｌ）＝熱量（ＭＪ）÷３８．２（ＭＪ/Ｌ） 

 二酸化炭素排出削減量（ｋｇ）＝原油換算量（Ｌ）×２.６５（ｋｇ-ＣＯ２/Ｌ） 

 

 

２．新エネルギーの賦存量・利用可能量の把握 

 

 津山市の新エネルギーの賦存量・利用可能量は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となります。以下、それぞれのエネルギーについて推計方法、推計量を示します（表３－１、表

３－２）。 

 

賦存量 

      熱量換算   ： ５，６６７，３９６千ＭＪ 

      原油換算   ：   ３０１，３０２ｋＬ 

      二酸化炭素換算：   ７９８，４５０ｔ 

利用可能量 

 熱量換算   ： １，７８５，１８２千ＭＪ 

      原油換算   ：    ８８，４２９ｋＬ 

      二酸化炭素換算：   ２３８，０９０ｔ 



第３章 新エネルギーの賦存量・利用可能量 

61 

 

表３－１ 津山市の新エネルギー賦存量 

 

賦存量 

熱量換算 原油換算 二酸化炭素換算  

千ＭＪ ｋＬ ｔ 

太陽光発電 １，０６３，９０３ ６９，６２７ １８４，５１２ 

太陽熱利用 ３９８，８５３ １０，４４１ ２７，６６９ 

風力発電 ２，７３４，４１８ １７８，９５４ ４７４，２２８ 

木質バイオマス １，０６３，７２８ ２７，８４６ ７３，７９３ 

農業系バイオマス ２６５，９０８ ６，９６１ １８，４４６ 

畜産系バイオマス ３９，１３６ １，０２５ ２，７１５ 

廃棄物熱利用・発電 ３７６，８４２ ９，８６５ ２６，１４２ 

ＢＤＦ製造 ２６，８８７ ７０４ １，８６５ 

小水力発電 ９６，５７３ ６，３２０ １６，７４９ 

クリーンエネルギ

ー自動車 
― ― ― 

合計※ 
５，６６７，３９６

(５，００２，３４５)

３０１，３０２

(２４２，１１６)

７９８，４５０ 

(６４１，６０７) 

    ※賦存量の合計は、太陽エネルギーとして太陽光発電を採択した場合の数字、（ ）内の数字 

は太陽熱利用を採択した場合の数字です。 

 

表３－２ 津山市の新エネルギー利用可能量 

 
利用可能量 

熱量換算 原油換算 二酸化炭素換算  

千ＭＪ ｋＬ ｔ 

太陽光発電 ３１９，１７１ ２０，８８８ ５５，３５４ 

太陽熱利用 ７９，７７１ ２，０８８ ５，５３４ 

風力発電 ７４０，５９１ ４８，４６８ １２８，４４０ 

木質バイオマス ４２５，２０１ １１，１３１ ２９，４９７ 

農業系バイオマス ５，６２２ １４７ ３９０ 

畜産系バイオマス ３，５２２ ９２ ２４４ 

廃棄物熱利用・発電 １８８，４２１ ４，９３２ １３，０７１ 

ＢＤＦ製造 ２０，７７０ ５４４ １，４４１ 

小水力発電 ２，１１３ １３８ ３６６ 

クリーンエネルギ

ー自動車 
― ― ３，７５３ 

合計※ １，７８５，１８２ ８８，４２９ ２３８，０９０ 
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（１）太陽光発電 

①推計の考え方 

 太陽エネルギーは市内全域に広く分布しますが、設置場所を建築物上に限ると仮定して、賦存

量の推計に際しては、津山市内の全ての建築物上にそれぞれの規模に応じた太陽電池を設置した

場合の発電量を推計します。また、利用可能量の推計に際しては、アンケート調査等の結果から

太陽光発電の利用可能率を算出して推計します。 

尚、日射量はＮＥＤＯのデータより津山市の日射量（３．８７ｋＷｈ/ｍ２・日）を用いること

とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－１ ＮＥＤＯ日射量マップ 

 

②推計式・推計条件 

 年間発電量は下式により推計します（表３－３）。 

 

   年間発電量[ｋＷｈ/年]  

   ＝ 太陽光発電出力[ｋＷ]×単位出力あたりの必要面積[ｍ２/ｋＷ] 

    ×最適角平均日射量[ｋＷｈ/ｍ２・日]×補正係数×３６５[日/年] 

×導入件数[件]  

 

表３－３ 太陽光発電の賦存量推計条件 

 

太陽光発電出力 

[ｋＷ]

（１）一戸建住宅 

（２）共同住宅 

（３）公共施設 

（４）産業施設 

４

１５

３５

３０

ＮＥＤＯ「新エネルギー関連データ」 

単位出力あたりの必要面積 

[ｍ２/ｋＷ]
   ９ 「新エネルギーガイドブック」 

最適角平均日射量 

[ｋＷｈ/ｍ２・日]
３．８７ ＮＥＤＯ「全国日射関連データマップ」 

補正係数 ０．０６５ 「新エネルギーガイドブック」 

 

（出典：ＮＥＤＯ全国日射関連データより作成）
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③賦存量推計の際の太陽光発電の設置条件 

 太陽光発電の賦存量を、市域の全ての建築物上にそれぞれの規模に応じた太陽電池を設置した

ときの発電量とし、市域の建築物数を以下のように仮定します。 

（１）一戸建住宅… ２０，９１０戸  （総務省統計局 住宅・土地統計調査（Ｈ１５）） 

（２）共同住宅……… ８，６３０棟  （総務省統計局 住宅・土地統計調査（Ｈ１５）） 

（３）公共施設…………  ５９５施設 （津山市提供のデータ） 

（４）産業施設……… ４，１２４事業所（事業所・企業統計調査（Ｈ１８）） 

 

④利用可能量推計の際の太陽光発電の設置条件 

 補助金制度の再開や電力買い取り価格の引上げ等、導入に追い風となる現在の状況を考慮し、

太陽光発電の利用可能率を今後２０２０年（平成３２年）までに３０％になると仮定し、利用可

能な建築物数を以下のように設定します。 

（１）一戸建住宅…… ６，２７３戸  （住宅・土地統計調査（Ｈ１５）、利用可能率） 

（２）共同住宅……… ２，５８９棟  （住宅・土地統計調査（Ｈ１５）、利用可能率） 

（３）公共施設…………  １７９施設 （津山市提供のデータ、利用可能率） 

（４）産業施設……… １，２３７事業所（事業所・企業統計調査（Ｈ１８）、利用可能率） 

 

⑤賦存量の推計結果 

 太陽光発電の賦存量は原油換算で６９，６２７ｋＬ、二酸化炭素排出削減量で１８４，５１２

ｔとなります（表３－４）。 

 

表３－４ 太陽光発電の賦存量 

 
賦存量 

規模 

１件あたり

の 

年間発電量 

導入件数
発電量 熱量換算 原油換算 

二酸化炭

素換算 
導入施設等 

ｋＷ ｋＷｈ/年 件 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

（１）一戸建住宅 4  3,305 20,910 69,115 248,815 16,284 43,152

（２）共同住宅 15  12,395 8,630 107,209 385,092 25,202 66,786

（３）公共施設 35  28,922 595 17,209 61,951 4,054 10,744

（４）産業施設 30  24,790 4,124 102,235 368,046 24,087 63,830

合計   295,529 1,063,903 69,627 184,512
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⑥利用可能量の推計結果 

 太陽光発電の利用可能量は原油換算で２０，８８８ｋＬ、二酸化炭素排出削減量で５５，３５

４ｔとなります（表３－５）。 

 

表３－５ 太陽光発電の利用可能量 

 
利用可能量 

規模 

１件あたり

の 

年間発電量

導入

件数 発電量 熱量換算 原油換算 
二酸化炭

素換算 
導入施設等 

ｋＷ ｋＷｈ/年 件 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

（１）一戸建住宅 4  3,305 6,273 20,735 74,644 4,885 12,946

（２）共同住宅 15  12,395 2,589 32,091 115,528 7,561 20,036

（３）公共施設 35  28,922 179 5,163 18,585 1,216 3,223

（４）産業施設 30  24,790 1,237 30,671 110,414 7,226 19,149

合計  88,659 319,171 20,888 55,354

 

（２）太陽熱利用 

①推計の考え方 

 太陽エネルギーは市内全域に広く分布しますが、設置場所を建築物上に限ると仮定して、太陽

光発電と同様、賦存量の推計に際しては、津山市内の全ての建築物上にそれぞれの規模に応じた

太陽熱温水器を設置した場合の集熱量を推計します。また、利用可能量の推計に際しては、アン

ケート調査等の結果から太陽熱温水器の利用可能率を算出して推計します。 

なお、日射量も太陽光発電と同様、津山市の日射量（３．８７ｋＷｈ/ｍ２・日）を用いること

とします。 

 

②推計式・推計条件 

 年間集熱量は下式により推計します（表３－６）。 

 

   太陽熱集熱量[ＭＪ/年] 

   ＝ 集熱面積[ｍ２]×最適角平均日射量[ｋＷｈ/ｍ２・日]×３.６ [ＭＪ/ｋＷｈ] 

×集熱効率×３６５[日/年]×導入件数[件]  

 

表３－６ 太陽熱利用の賦存量推計条件 

 
（１）一戸建住宅 

（２）共同住宅 

（３）公共施設 

（４）業務用施設 

３

３

６

６

「新エネルギーガイドブック」 
集熱面積[ｍ２] 

（５）産業施設 ２００ ＮＥＤＯ「新エネルギー関連データ」 

最適角平均日射量 [ｋＷｈ/ｍ２・日] ３.８７ ＮＥＤＯ「全国日射関連データマップ」 

集熱効率 ０.４ 「新エネルギーガイドブック」 
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③賦存量推計の際の太陽熱温水器の設置条件 

 太陽熱利用の賦存量を、市域の全ての建築物上にそれぞれの規模に応じた太陽熱温水器を設置

したときの集熱量とし、市域の建築物数を以下のように仮定します。 

（１）一戸建住宅… ２０，９１０戸  （総務省統計局 住宅・土地統計調査（Ｈ１５）） 

（２）共同住宅……… ８，６３０棟  （総務省統計局 住宅・土地統計調査（Ｈ１５）） 

（３）公共施設…………… ５９５施設  （津山市提供のデータ） 

（４）業務用施設…… ３，７１６事業所（事業所・企業統計調査（Ｈ１８）） 

（５）産業施設…………  ４０８事業所（事業所・企業統計調査（Ｈ１８）） 

 

④利用可能量推計の際の太陽熱温水器の設置条件 

 アンケート調査の結果から太陽熱温水器の利用可能率を２０％と算出し、利用可能な建築物数

を以下のように仮定します。 

（１）一戸建住宅… ４，１８２戸  （住宅・土地統計調査（Ｈ１５）、利用可能率） 

（２）共同住宅…… １，７２６棟  （住宅・土地統計調査（Ｈ１５）、利用可能率） 

（３）公共施設………… １１９施設 （津山市提供のデータ、利用可能率） 

（４）業務用施設……… ７４３事業所（事業所・企業統計調査（Ｈ１８）、利用可能率） 

（５）産業施設…………… ８２事業所（事業所・企業統計調査（Ｈ１８）、利用可能率） 

 

⑤賦存量の推計結果 

 太陽熱利用の賦存量は原油換算で１０，４４１ｋＬ、二酸化炭素排出削減量で２７，６６９ｔ

となります（表３－７）。 

 

表３－７ 太陽熱利用の賦存量 

 
賦存量 

集熱

面積 

１件あたり

の 

年間集熱量

導入件数
集熱量 原油換算 

二酸化炭

素換算 
導入施設等 

ｍ２ ＭＪ/年 件 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

（１）一戸建住宅 3  6,102 20,910 127,597 3,340 8,852 

（２）共同住宅 3  6,102 8,630 52,662 1,379 3653 

（３）公共施設 6  12,204 595 7,262 190 504 

（４）業務用施設 6  12,204 3,716 45,352 1,187 3,146 

（５）産業施設 200  406,814 408 165,980 4,345 11,514 

合計  398,853 10,441 27,669 
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⑥利用可能量の推計結果 

 太陽熱利用の利用可能量は原油換算で２，０８８ｋＬ、二酸化炭素排出削減量で５，５３４ｔ

となります（表３－８）。 

 

表３－８ 太陽熱利用の利用可能量 

 
利用可能量 

集熱

面積 

１件あたり

の 

年間集熱量

導入件数
集熱量 原油換算 

二酸化炭

素換算 
導入施設等 

ｍ２ ＭＪ/年 件 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

（１）一戸建住宅 3  6,102 4,182 25,519 668 1,770 

（２）共同住宅 3  6,102 1,726 10,532 276 731 

（３）公共施設 6  12,204 119 1,452 38 101 

（４）業務用施設 6  12,204 743 9,070 237 629 

（５）産業施設 200  406,814 82 33,196 869 2,303 

合計  79,771 2,088 5,534 

 

（３）風力発電 

①推計の考え方 

 市北部の山林を中心に風況の良い地域が存在します。地上高が高くなるほど風速が強くなるの

で、地上高７０ｍにおいて経済的に風力発電が可能な地域における風力発電を想定します（図３

－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 地上高７０ｍにおける年平均風速 

 

（出典：ＮＥＤＯ局所風況マップより作成）

（単位：ｍ/ｓ）
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②推計式・推計条件 

 年間発電量は下式により推計します（図３－３）。 

 

   年間発電量[ｋＷｈ/年]  

＝ Σ（風車発電能力[ｋＷ] × 年間出現時間[ｈ]） ×設置基数[基]  

         風速階級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－３ 賦存量推計に用いた風況曲線 

 

（出典：ＮＥＤＯ局所風況マップ）
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上記の市北部の風況のよい地点での風況曲線より、平均風速別の年間出現時間を求め、風車の

風速階級別発電能力を考慮して年間の発電量を求めると、１,０００ｋＷ風車１基で２,５７１千ｋ

Ｗｈとなります（表３－９）。 

 

表３－９ 風力発電の賦存量推計条件 

 
平均風力 １,０００ｋＷ規模の風車 

平均風速 

ｍ/ｓ 

出現頻度 

％ 

年間出現時間 

ｈ/年 

風車発電能力 

ｋＷ 

発電量 

千ｋＷｈ 

４未満 １９.９ １，７４３ ０ ０ 

４ ８.９ ７８０ ２０ １６ 

５ ９.３ ８１５ ５５ ４５ 

６ ９.３ ８１５ １１０ ９０ 

７ １０.９ ９５５ １９０ １８１ 

８ ９.０ ７８８ ３００ ２３７ 

９ ９.５ ８３２ ４４５ ３７０ 

１０ ７.２ ６３１ ５９５ ３７５ 

１１ ４.０ ３５０ ７４５ ２６１ 

１２ ４.０ ３５０ ８７０ ３０５ 

１３ ４.０ ３５０ ９７５ ３４２ 

１４以上 ４.０ ３５０ １，０００ ３５０ 

合計  ８，７６０  ２，５７１ 

 

③賦存量推計の際の風力発電の設置条件 

 風力発電の賦存量を、１,０００ｋＷ級の発電用風車を設置可能面積に最大限設置した場合の発

電量とし、適地率、設置可能面積、１基あたりの占有面積、最大設置基数を以下のように設定し

ます（表３－１０）。 

 

表３－１０ 賦存量推計の際の風力発電の設置条件 

 
適地率 

         [％] 
２１ 

ＮＥＤＯの風況マップより風速６ｍ/ｓ以上の地域の面積

を目視により実測 

設置可能面積 

     [ｋｍ２] 
１０６．３４ 津山市面積（５０６.３６ｋｍ２）×適地率（２１％） 

１基あたりの 

占有面積 

[ｋｍ２] 

０.３６ 
１,０００ｋＷ級の発電用風車の設置間隔は直径（６０ｍ）

の１０倍としなければならない（０.６ｋｍ×０.６ｋｍ） 

最大設置基数 

         [基] 
２９５ 

設置可能面積（１０６.３４ｋｍ２）÷１基あたりの占有面

積（０.３６ｋｍ２） 

 

④利用可能量推計の際の風力発電の設置条件 

 風力発電の利用可能量を、２,５００ｋＷ級の発電用風車を３２基設置した場合の発電量としま

した。（ＣＥＦ津山ウインドファームの設置数） 
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⑤賦存量の推計結果 

 風力発電の賦存量は原油換算で１７８，９５４ｋＬ、二酸化炭素排出削減量で４７４，２２８

ｔとなります（表３－１１）。 

 

表３－１１ 風力発電の賦存量 

 
賦存量 

規模 

１基あたり

の 

年間発電量 

設置基数
発電量 熱量換算 原油換算

二酸化炭素

換算 

ｋＷ 千ｋＷｈ 基 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

1,000 2,571 295 759,561 2,734,418 178,954 474,228 

 

⑥利用可能量の推計結果 

 風力発電の利用可能量は原油換算で４８，４６８ｋＬ、二酸化炭素排出削減量で１２８，４４

０ｔとなります（表３－１２）。 

 

表３－１２ 風力発電の利用可能量 

 
利用可能量 

規模 

１基あたり

の 

年間発電量 

設置基数
発電量 熱量換算 原油換算 

二酸化炭

素換算 

ｋＷ 千ｋＷｈ 基 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

2,500 6,429 32 205,720 740,591 48,468 128,440 
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（４）バイオマス熱利用・発電 

①推計の考え方 

 賦存量の推計に際しては、森林木質や農業及び畜産バイオマスを焼却した際の熱を利用する場

合について推計します。利用可能量の推計に際しては、木質、農業、畜産バイオマスそれぞれの

利用可能量を設定し、そのまま熱として利用する場合と（農業バイオマスは製造したエタノール

を熱量に換算）、木質、畜産バイオマスについては発電を行った場合に分けて推計します。 

 

②推計式・推計条件 

１）木質バイオマス熱・発電利用 

木質バイオマス賦存量・利用可能量の推計条件は下記のとおりとします（表３－１３）。 

 

賦存量（熱利用）は下式により推計します。 

   賦存量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝ 木質重量[ｔ/年]×発熱原単位[ＭＪ/ｔ]×ボイラ効率 

 

利用可能量（熱利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝ 木質バイオマス利用可能量[ｔ/年]×発熱原単位[ＭＪ/ｔ]×ボイラ効率 

 

利用可能量（発電利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（発電利用）[ｋＷｈ/年] 

＝ 木質バイオマス利用可能量[ｔ/年]×発熱原単位[ＭＪ/ｔ] 

×発電効率÷３．６[ＭＪ/ｋＷｈ] 

 

なお、木質重量は下式により算出します。 

   木質重量[ｔ/年] 

＝ 森林面積[ｈａ]×森林成長量[ｍ３/年・ｈａ]×重量換算[ｔ/ｍ３] 

   ＝ ３５，１４９ [ｈａ]×３．６ [ｍ３/年・ｈａ]×０．５ [ｔ/ｍ３] 

   ＝ ６３，２６８[ｔ/年] 

 

表３－１３ 木質バイオマス賦存量・利用可能量の推計条件 

 
森林面積 

[ｈａ] 
３５，１４９ 「岡山県統計年報（平成１９年度）」 

森林成長量 

[ｍ３/年・ｈａ] 
３．６ 「新エネルギーガイドブック」 

重量換算 

[ｔ/ｍ３] 
０．５ 「新エネルギーガイドブック」 

発熱原単位量（針葉樹） 

[ＭＪ/ｔ] 
１９，７８０ 「新エネルギーガイドブック」 

ボイラ効率 ０．８５ 「新エネルギーガイドブック」 

発電効率 ０．２０ ＮＥＤＯ「新エネルギー関連データ」 
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２）農業系バイオマス熱利用・エタノール製造 

農業系バイオマスの賦存量・利用可能量の推計条件は下記のとおりとします（表３－１４）。 

 

賦存量（熱利用）は下式により推計します。 

   賦存量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝ 資源重量[ｔ/年]×発熱原単位[ＭＪ/ｔ]×ボイラ効率 

 

利用可能量（エタノール製造量）は下式により推計します。 

   利用可能量（エタノール製造量）[Ｌ/年] 

＝ 農業系バイオマス利用可能量[ｔ/年]×エタノール収率[Ｌ/ｔ] 

 

表３－１４ 農業系バイオマスの賦存量・利用可能量推計条件 

 
米収穫量 

[ｔ] 
１５，２５４ 「津山市統計書（平成２０年度）」 

麦耕作面積 

[ｈａ] 
４ 「津山市統計書（平成２０年度）」 

稲わら発生原単位  

[ｋｇ/米ｋｇ] 

もみ殻発生原単位  

[ｋｇ/米ｋｇ] 

稲わら：１．１３

もみ殻：０．２３

新エネルギー財団 

「新エネルギー等導入促進基礎調査」 

麦わら発生原単位 

[ｔ/ｈａ] 
麦わら：３

新エネルギー財団 

「地域エネルギー導入促進調査」 

資源重量 

[ｔ/年] 

稲わら：１７，２３７

もみ殻：  ３，５０８

麦わら：       １３

収穫量×稲わら発生原単位 

収穫量×もみ殻発生原単位 

耕作面積×麦わら発生原単位 

資源重量合計 

[ｔ/年] 
２０，７５９ 資源重量の合計 

発熱原単位 

[ＭＪ/ｔ] 
１５，０７０

新エネルギー財団 

「地域エネルギー導入促進調査」 

ボイラ効率 ０．８５ 「新エネルギーガイドブック」 

エタノール収率 

[Ｌ/ｔ] 
１５０

「兵庫県ソフトセルロース利活用プロ

ジェクト」関連データ 

エタノール発熱量 

[ＭＪ/Ｌ] 
２１．２ ＮＥＤＯ新エネルギー関連データ 
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３）畜産バイオマス熱利用・発電 

畜産バイオマス熱利用・発電の賦存量・利用可能量の推計条件は下記のとおりとします（表３

－１５）。 

 

賦存量（熱利用）は下式により推計します。 

   賦存量（熱利用）[ＭＪ/年] 

   ＝Σ（飼育頭数[頭]×糞尿排出量[ｋｇ/頭・日]×ガス発生係数[ｍ３/ｋｇ] 

  家畜種類     ×３６５[日/年]×メタン含有率×メタン発熱量[ＭＪ/ｍ３]×ボイラ効率） 

 

利用可能量（熱利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（熱利用）[ＭＪ/年] 

   ＝Σ（飼育頭数[頭]×糞尿排出量[ｋｇ/頭・日]×利用可能率[％] 

  家畜種類   ×ガス発生係数[ｍ３/ｋｇ]×３６５[日/年]×メタン含有率 

 ×メタン発熱量[ＭＪ/ｍ３]×ボイラ効率） 

 

利用可能量（発電利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（発電利用）[ｋＷｈ/年] 

   ＝Σ（飼育頭数[頭]×糞尿排出量[ｋｇ/頭・日]×利用可能率[％] 

    家畜種類  ×ガス発生係数[ｍ３/ｋｇ]×３６５[日/年]×メタン含有率 

×メタン発熱量[ＭＪ/ｍ３]×発電効率÷３．６[ＭＪ/ｋＷｈ] ） 

 

表３－１５ 畜産バイオマス熱利用・発電の賦存量・利用可能量推計条件 

 

飼育頭羽数 

[頭][羽] 

乳用牛：    １，７７６

肉用牛：    １，９９１

豚    ：       ３０２

鶏    ：２９３，９００

「津山市統計書（平成２０年度）」 

糞尿排出量 

[ｋｇ/頭・日] 

乳用牛：   ４５

肉用牛：   ２０

豚    ：     ６

鶏    ：  ０．１４

「新エネルギーガイドブック」 

ガス発生係数 

[ｍ３/ｋｇ] 

乳用牛：０．０２５

肉用牛：０．０３０

豚    ：０．０５０

鶏    ：０．０５０

「新エネルギーガイドブック」 

メタン含有率 ０．６ 「新エネルギーガイドブック」 

メタン発熱量 

[ＭＪ/ｍ３] 
３７．１８０ 「新エネルギーガイドブック」 

ボイラ効率 ０．９ 「新エネルギーガイドブック」 

発電効率 ０．２５ 「新エネルギーガイドブック」 
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③利用可能量推計の際の設定条件 

 利用可能量推計に際して利用可能率・利用可能量を以下のように設定しました（表３－１６）。 

 

表３－１６ バイオマス資源ごとの利用可能率・利用可能量 

 
１）木質バイオマス 

林地残材・間伐材・

未利用材 
３６．８面積あたりの 

利用可能量 

[ｔ/ｋｍ２・年] 製材廃材・建築廃材 ２４．４

東大総研バイオマス関連資料 

林地残材・間伐材・

未利用材 
１２，９３４ 

津山市の森林面積（３５，１４９ｈ

ａ）×３６．８÷１００ 

製材廃材・建築廃材 １２，３５５ 
津山市の面積（５０６．３６ｋｍ２）

×２４．４ 

利用可能量 

[ｔ/年] 

木質バイオマス合計 ２５，２９０ 木質バイオマスの合計 

 
２）農業系バイオマス 

稲わら ２．７
農水省（２００６） 

「国産稲わらの用途別利用状況」 

もみ殻 ３７  
農水省（２００５） 

「生産局統計資料」 
利用可能率 

[％] 

麦わら ３４  

農水省（２００２） 

「循環型社会形成に関する取組につ

いて」 

稲わら ４６５ 資源重量[ｔ/年]×利用可能率[％] 

もみ殻 １，２９８ 資源重量[ｔ/年]×利用可能率[％] 

麦わら ４ 資源重量[ｔ/年]×利用可能率[％] 

利用可能量 

[ｔ/年] 

農業系バイオマス合計 １，７６８ 農業系バイオマスの合計 

 
３）畜産バイオマス 

畜産バイオマス利用可能率 

[％]
   ９

農水省（２００４） 

「家畜排せつ物の処理・保管状況」 
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④賦存量の推計結果 

 バイオマス熱利用の賦存量は、木質、農業、畜産を合わせて原油換算で３５，８３２ｋＬ、二

酸化炭素換算で９４，９５４ｔとなります（表３－１７）。 

 

表３－１７ バイオマス熱利用・発電の賦存量 

 
木質（熱利用） 

賦存量（熱利用） 
木質重量 発熱原単位 ボイラ効率

発熱量 原油換算 二酸化炭素換算

ｔ/年 ＭＪ/ｔ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

63,268 19,780 0.85 1,063,728 27,846 73,793

 

農業系（熱利用） 

賦存量（熱利用） 
資源重量 発熱原単位 ボイラ効率

発熱量 原油換算 二酸化炭素換算

ｔ/年 ＭＪ/ｔ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

20,759 15,070 0.85 265,908 6,961 18,446

 

畜産系（熱利用） 

賦存量（熱利用） 

 頭羽数 
糞尿 

排出量 

ガス発生

係数 発熱量 原油換算 
二酸化炭素 

換算 

 頭・羽 ｋｇ/頭・日 ｍ３/ｋｇ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

乳用牛 1,776 45 0.025 14,642 383 1,016

肉用牛 1,991 20 0.03 8,754 229 607

豚 302   6 0.05 664 17 46

鶏 293,900 0.14 0.05 15,076 395 1,046

合計  39,136 1,025 2,715

 

バイオマス合計（熱利用） 

賦存量（熱利用） 
 

発熱量 原油換算 二酸化炭素換算 

 千ＭＪ ｋＬ ｔ

木質 1,063,728 27,846 73,793

農業 265,908 6,961 18,446

畜産 39,136 1,025 2,715

合計 1,368,772 35,832 94,954

 



第３章 新エネルギーの賦存量・利用可能量 

75 

⑤利用可能量の推計結果 

 バイオマス熱利用・発電の利用可能量は、熱利用（農業バイオマスについては製造したエタノ

ールを熱量に換算）が原油換算で１１，３７０ｋＬ、二酸化炭素換算で３０，１３１ｔ、発電利

用が原油換算で６，６１２ｋＬ、二酸化炭素換算で１７，５２１ｔとなります（表３－１８）。 

 

表３－１８ バイオマス熱利用・発電の利用可能量 

 
木質（熱利用） 

利用可能量（熱利用） 

利用可能量 発熱原単位 ボイラ効率
発熱量 原油換算 

二酸化炭素換

算 

ｔ/年 ＭＪ/ｔ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

25,290 19,780 0.85 425,201 11,131 29,497 

 

木質（発電利用） 

利用可能量（発電利用） 

利用可能量 発熱原単位 発電効率
発電量 熱量換算 原油換算 

二酸化炭

素換算 

ｔ/年 ＭＪ/ｔ 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

25,290 19,780 0.20 27,791 100,047 6,548 17,351 

 

農業系（エタノール製造） 

利用可能量（エタノール製造） 

利用可能量 
エタノール 

収率 
エタノール

製造量 
熱量換算 原油換算 

二酸化炭素

換算 

ｔ/年 Ｌ/ｔ ｋＬ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

1,768 150 265 5,622 147 390 

 

畜産系（熱利用） 

利用可能量（熱利用） 

 頭羽数 
糞尿 

排出量 

利用 

可能率

ガス発生

係数 発熱量 原油換算 
二酸化炭

素換算 

 頭・羽 ｋｇ/頭・日 ％ ｍ３/ｋｇ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

乳用牛 1,776 45 9 0.025 1,318 34  91 

肉用牛 1,991 20 9 0.03 788 21  55 

豚 302   6 9 0.05 60 2  4 

鶏 293,900 0.14 9 0.05 1,357 36  94 

合計  3,522 92  244 

 

畜産系（発電利用） 

利用可能量（発電利用） 

 頭羽数 
糞尿 

排出量 

利用 

可能率

ガス発生

係数 発電量 
熱量 

換算 

原油 

換算 

二酸化炭

素換算 

 頭・羽 ｋｇ/頭・日 ％ ｍ３/ｋｇ 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

乳用牛 1,776 45 9 0.025 102 366 24 63

肉用牛 1,991 20 9 0.03 61 219 14 38

豚 302   6 9 0.05 5 17 1 3

鶏 293,900 0.14 9 0.05 105 377 25 65

合計   272 978 64 170
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バイオマス合計（熱利用・発電利用） 

利用可能量（熱利用） 利用可能量（発電利用） 

 
発熱量 原油換算 

二酸化炭

素換算 
発電量 熱量換算 原油換算 

二酸化炭

素換算 

 千ＭＪ ｋＬ ｔ 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

木質 425,201 11,131  29,497 27,791 100,047 6,548  17,351 

農業 5,622 147  390 ― ― ― ―

畜産 3,522 92  244 272 978 64  170 

合計 434,346 11,370  30,131 28,063 101,026 6,612  17,521 

 

（５）廃棄物熱利用・発電 

①推計の考え方 

 賦存量の推計に際しては、各廃棄物処理施設において可燃物を燃焼させた時に発生する熱量を

推計します。利用可能量の推計に際しては、利用可能率を５０％と仮定し、燃焼により発生した

熱をそのまま熱として利用する場合と発電に利用する場合について推計します。 

 

②推計式・推計条件 

  

 賦存量（熱利用）は下式により推計します。 

   賦存量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝  Σ （ Σ可燃物組成ごとの処理量[ｔ/年]×可燃物発熱量[ＭＪ/ｔ]） 

    可燃物組成  処理施設 

 

 利用可能量（熱利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝  Σ （ Σ可燃物組成ごとの処理量[ｔ/年]×利用可能率[％]） 

    可燃物組成  処理施設 

    ×可燃物発熱量[ＭＪ/ｔ]） 

 

 利用可能量（発電利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（発電利用）[ｋＷｈ/年] 

   ＝  Σ （ Σ可燃物組成ごとの処理量[ｔ/年]×利用可能率[％] 

    可燃物組成  処理施設 

×可燃物発熱量[ＭＪ/ｔ] ×発電効率÷３.６[ＭＪ/ｋＷｈ]） 
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③賦存量・利用可能量推計の際の設定条件 

利用可能量推計に際して、条件等を以下のように設定しました（表３－１９）。 

 

表３－１９ 廃棄物発熱量の賦存量・利用可能量推計条件 
 

 

津山市環境事業所 

廃棄物焼却場 

（旧津山市地域・加茂地

域・阿波地域） 

津山圏域東部衛生 

施設組合ごみ処理 

施設（旧勝北地域）

津山圏域西部衛生 

施設組合ごみ処理 

施設（旧久米地域） 

合計 

可燃物の 

処理量  [ｔ/年] 
２５,６９８ １,３８７ １,２０５ ― 

可燃物組成[％] 

及び組成ごとの 

処理量[ｔ] 

組成 

[％] 

処理量 

[ｔ] 

組成 

[％] 

処理量 

[ｔ] 

組成 

[％] 

処理量 

[ｔ] 

処理量 

[ｔ] 

紙・布類    

合成樹脂類   

木・竹・わら類 

厨芥類     

その他 

52.5 

13.1 

3.9 

23.9 

6.6 

13,491

3,366 

1,002 

6,142 

1,696 

50.0 

18.0 

5.0 

19.0 

8.0 

693.5 

249.7 

69.4 

263.5 

111.0 

47.0 

17.0 

1.0 

28.0 

7.0 

566.4  

204.9  

12.1  

337.4  

84.4  

14,751 

3,821 

1,084 

6,743 

1,891 

（環境省ホームページ「廃棄物組成分析データ」・環境事業所資料から作成） 

 

可燃物発熱量 

[ＭＪ/ｔ]

紙・布類    ：１４，７３２

合成樹脂類   ：２９，８７１

木・竹・わら類 ：１１，０６８

厨芥類     ：  ４，９５３

ＮＥＤＯ「廃棄物発電マニュアル」 

利用可能率 

[％]
５０ ＮＥＤＯ「新エネルギー関連データ」 

発電効率 ０.２０ ＮＥＤＯ「新エネルギー関連データ」 

 

④賦存量の推計結果 

 廃棄物熱利用・発電の賦存量は、原油換算で９，８６５ｋＬ、二酸化炭素換算で２６，１４２

ｔとなります（表３－２０）。 

 

表３－２０ 廃棄物熱利用・発電の賦存量 
 

賦存量 
可燃物処理量 

（各施設の合計）

可燃物の 

発熱量 発熱量 原油換算 
二酸化炭素

換算 
可燃物種類 

ｔ ＭＪ/ｔ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

紙・布類 14,751 14,732 217,316 5,689 15,076 

合成樹脂類  3,821 29,871 114,136 2,988 7,918 

木・竹・わら類 1,084 11,068 11,994 314 832 

厨芥類 6,743 4,953 33,397 874 2,317 

合計 ― ― 376,842 9,865 26,142 
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⑤利用可能量の推計結果 

 廃棄物熱利用・発電の利用可能量は、熱利用の場合は、原油換算で４，９３２ｋＬ、二酸化炭

素換算で１３，０７１ｔ、発電利用の場合は、原油換算で２，４６６ｋＬ、二酸化炭素換算で６，

５３６ｔとなります（表３－２１、表３－２２）。 

 

表３－２１ 廃棄物熱利用・発電の利用可能量（熱利用） 

 
利用可能量（熱利用） 

利用可能 

可燃物量 

可燃物の

発熱量 発熱量 原油換算 
二酸化炭素

換算 
可燃物種類 

ｔ ＭＪ/ｔ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

紙・布類 7,376 14,732 108,658 2,844 7,538 

合成樹脂類  1,910 29,871 57,068 1,494 3,959 

木・竹・わら類 542 11,068 5,997 157 416 

厨芥類 3,371 4,953 16,698 437 1,158 

合計 ― ― 188,421 4,932 13,071 

 

表３－２２ 廃棄物熱利用・発電の利用可能量（発電利用） 

 
利用可能量（発電利用） 

利用可能 

可燃物量 

可燃物 

発熱量 発電量 熱量換算 原油換算 
二酸化炭素

換算 
可燃物種類 

ｔ ＭＪ/ｔ 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

紙・布類 7,376 14,732 6,037 21,732 1,422 3,769 

合成樹脂類  1,910 29,871 3,170 11,414 747 1,979 

木・竹・わら類 542 11,068 333 1,199 78 208 

厨芥類 3,371 4,953 928 3,340 219 579 

合計 ― ― 10,468 37,684 2,466 6,536 
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（６）廃食油等からのＢＤＦ製造 

①推計の考え方 

 賦存量の推計に際しては、全国の廃食油総量４０万ｔを津山市の人口で按分した値、及び津山

市内の遊休農地で菜の花を栽培して得られる菜種油から製造できるＢＤＦの熱量として推計しま

す。利用可能量の推計に際しては、利用可能率を設定して推計します。 

 

②推計式・推計条件 

 ＢＤＦの賦存量（熱利用）は下式により推計します。 

   賦存量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝（廃食油発生量[Ｌ/年]＋菜種油生産量[Ｌ/年]） 

×ＢＤＦ収率×ＢＤＦ発熱量[ＭＪ/Ｌ]  

 

 ＢＤＦの利用可能量（熱利用）は下式により推計します。 

   利用可能量（熱利用）[ＭＪ/年] 

＝（廃食油発生量[Ｌ/年] ×利用可能率[％]＋菜種油生産量[Ｌ/年] 

×利用可能率[％]）×ＢＤＦ収率×ＢＤＦ発熱量[ＭＪ/Ｌ]  

 

③賦存量・利用可能量推計の際の設定条件 

ＢＤＦ製造の賦存量・利用可能量の推計条件は下記のとおりとします（表３－２３）。 

 

表３－２３ ＢＤＦ製造の賦存量・利用可能量推計条件 

 
（１）全国の廃食油発生量  

[ｋｇ/年] 
４００×１０６ 「環境技術」２００４年７月号 

（２）津山市の人口比率    

[％] 
０．０８７

１１０,５６９÷１２７,７６７,９９４  

（平成１７年国勢調査） 

（３）菜種油の比重 

[ｋｇ/Ｌ] 
０．９１ ＮＥＤＯ新エネルギー関連資料 

（４）津山市の廃食油量 

 [Ｌ/年] 
３８０，３９１ （１）×（２）÷１００÷（３） 

（５）津山市の遊休農地面積 

 [ｈａ] 
５３４ 岡山県統計年報（Ｈ１９） 

（６）１ｈａあたりの 

菜種油の生産量 

[Ｌ/ｈａ] 

８５３ 関東農政局調査平成１７年長野県での実績 

（７）津山市の菜種油生産量 

[Ｌ/年] 
４５５，５０２ （５）×（６） 

（８）廃食油、菜種油の合計 

[Ｌ/年] 
８３５，８９３ （４）＋（７） 

（９）ＢＤＦ収率 ０．９ メーカー資料 

（１０）ＢＤＦ発熱量 

[ＭＪ/Ｌ] 
３５．７４ ＮＥＤＯ新エネルギー関連資料 

（１１）廃食油利用可能率  

[％] 
５０ 回収率を５０％と仮定 
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④賦存量の推計結果 

 ＢＤＦ製造の賦存量は、原油換算で７０４ｋＬ、二酸化炭素換算で１，８６５ｔとなります（表

３－２４）。 

 

表３－２４  ＢＤＦ製造の賦存量 

 
賦存量 

資源油の 

発生量 

ＢＤＦ

製造量 発熱量 原油換算 
二酸化炭素

換算 

資源油の 

種類 

Ｌ ｋＬ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

廃食油 380,391 342 12,236 320 849 

菜種油 455,502 410 14,652 384 1,016 

合計 835,893 752 26,887 704 1,865 

 

⑤利用可能量の推計結果 

 ＢＤＦ製造の利用可能量は、原油換算で５４４ｋＬ、二酸化炭素換算で１，４４１ｔとなりま

す（表３－２５）。 

 

表３－２５  ＢＤＦ製造の利用可能量 

 
利用可能量 

資源油の 

発生量 

利用 

可能率

ＢＤＦ

製造量 発熱量 原油換算 
二酸化炭素

換算 

資源油の 

種類 

Ｌ ％ ｋＬ 千ＭＪ ｋＬ ｔ 

廃食油 380,391 50 171 6,118 160 424 

菜種油 455,502 100 410 14,652 384 1,016 

合計 835,893 581 20,770 544 1,441 

 

 

（７）小水力発電 

①推計の考え方 

 水力発電における水の持つエネルギーは、水の流量と落差によって決まります。津山市を流れ

る吉井川について、流量を国土交通省水文水質データベースより津山観測所での流量、落差を南

北の市境界での吉井川の標高差として賦存量を推計しました。 

 利用可能量については、既設の小田中浄水場の水量発電施設に加え、市内用水路の２ｍの落差

工に１０ｋＷの発電機を３箇所設置すると仮定して、推計しました。 

 

②推計式・推計条件 

 小水力発電の賦存量は下式により推計します。 

   小水力発電賦存量[千ｋＷｈ/年] 

   ＝ 重力加速度[ｍ/ｓ２]×流量[ｍ３/ｓ]×落差[ｍ]×総合効率×時間÷１，０００ 

 

 小水力発電の利用可能量は下式により推計します。 

   小水力発電利用可能量[千ｋＷｈ/年] 

   ＝ 発電機出力[ｋＷ]×設置基数[基]×時間 
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③賦存量の推計結果 

 小水力発電の賦存量は、原油換算で６，３２０ｋＬ、二酸化炭素換算で１６，７４９ｔとなり

ます（表３－２６）。 

 

表３－２６ 小水力発電の賦存量 

 
賦存量 

重力 

加速度 
流量 落差 

総合 

効率 
時間 

年間発電量 発熱量 原油換算 
二酸化炭素

換算 

ｍ/ｓ２ ｍ３/ｓ ｍ  ｈ 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

9.8 14.88 30 0.7 8,760 26,826 96,573 6,320 16,749

 

④利用可能量の推計結果 

 小水力発電の利用可能量は、原油換算で１３８ｋＬ、二酸化炭素換算で３６６ｔとなります（表

３－２７）。 

 

表３－２７ 小水力発電の利用可能量 

 
利用可能量 

 出力 
設置

基数 
時間 

年間発電量 発熱量 原油換算 
二酸化炭素

換算 

 ｋＷ 基 ｈ 千ｋＷｈ 千ＭＪ ｋＬ ｔ

小田中浄水場 37  1 8,760 324 1,167 76 202

２ｍの落差工 10  3 8,760 263 946 62 164

合計   587 2,113 138 366

 

 

（８）雪氷熱エネルギー 

①推計の考え方 

 津山市の面積全体に降る雪が持つエネルギーは大きな値となりますが、１０ｃｍの降雪では集

めて利用することは現実的でないことから、賦存量・利用可能量としては集計しないこととしま

す（表３－２８）。 

 

表３－２８ 雪氷熱エネルギーの賦存量 

 
津山市の 

降雪深 
津山市面積 

津山市の 

積雪量 
雪の比重 融解潜熱 冷熱量 

ｃｍ ｍ２ ｍ３ ｔ/ｍ３ ＭＪ/ｔ ＧＪ 

10 506,360,000 50,636,000 0.3 334.84 5,086,487,472 

 

（９）地熱エネルギー 

①推計の考え方 

 津山市では、バイナリー方式の地熱発電に利用する１５０～２００℃の中高温熱水を得ること

は困難であると考えられるため、賦存量・利用可能量としては集計しないこととします。 
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（１０）温度差エネルギー 

①推計の考え方 

 津山市は海に面しておらず、年間を通して温度が安定している大量の水を利用することが困難

であることから、賦存量・利用可能量としては集計しないこととします。 

 

（１１）クリーンエネルギー自動車（参考） 

①推計の考え方 

 賦存量・利用可能量としては集計しませんが、クリーンエネルギー自動車に置き換えることで

削減される二酸化炭素の量について検討します。 

 津山市の全自動車のうち普通乗用車は３０％、その内アンケートの結果より、クリーンエネル

ギー自動車に２０％が置き換えられるとし、置き換えによる二酸化炭素の削減率を２０％とする

と、運輸部門のエネルギー消費による二酸化炭素排出量のうち１．２％が削減できる（３０％×

２０％×２０％＝１．２％）と仮定して、３，７５３ｔの二酸化炭素が削減できるとします（表

３－２９）。 

 

表３－２９ クリーンエネルギー自動車への置き換えによる二酸化炭素の削減量 

 

運輸部門の二酸

化炭素排出量 

普通乗用車

の割合 

クリーンエネルギー自動車

への置き換え率 

置き換えによる

二酸化炭素の削

減率 

置き換えによる

二酸化炭素の削

減量 

ｔ ％ ％ ％ ｔ

３１２，７５８ ３０ ２０ ２０ ３，７５３

 

 



第３章 新エネルギーの賦存量・利用可能量 

83 

３．新エネルギーの賦存量・利用可能量のまとめ 

 津山市における新エネルギー利用可能量は原油換算で８５，２１２ｋＬです。風力発電が４８，

４６８ｋＬと全体の５６．９％を占めて最も多く、次いで太陽光発電が２０，８８８ｋＬ（２４．

５％）木質バイオマスが１１，１３１ｋＬ（１３．１％）、太陽熱利用が２，０８８ｋＬ（２．

５％）となっています（表３－３０、表３－３１、表３－３２、図３－４）。 

 

表３－３０ 新エネルギー賦存量・利用可能量の総括（熱量比較） 

 

利用可能量 

賦存量 
熱利用 発電利用 

熱・発電どちら

か大きい方 
 

千ＭＪ 千ＭＪ 千ＭＪ 千ＭＪ 

太陽光発電 1,063,903 ― 319,171 319,171 

太陽熱利用 398,853 79,771 ― 79,771 

風力発電 2,734,418 ― 740,591 740,591 

木質バイオマス 1,063,728 425,201 100,047 425,201 

農業系バイオマス 265,908 5,622 ― 5,622 

畜産系バイオマス 39,136 3,522 978 3,522 

廃棄物熱利用・発電 376,842 188,421 37,684 188,421 

ＢＤＦ製造 26,887 20,770 ― 20,770 

小水力発電 96,573 ― 2,113 2,113 

5,667,396
合計※ 

（5,002,345）
723,307 1,200,585 1,785,182 

   ※賦存量の合計は、太陽エネルギーとして太陽光発電を採択した場合の数字、 

（ ）内の数字は太陽熱利用を採択した場合の数字です。 
 

表３－３１ 新エネルギー賦存量・利用可能量の総括（原油換算比較） 

 
利用可能量 

賦存量 
熱利用 発電利用 

熱・発電どちら

か大きい方 
 

ｋＬ ｋＬ ｋＬ ｋＬ 

太陽光発電 69,627 ― 20,888 20,888 

太陽熱利用 10,441 2,088 ― 2,088 

風力発電 178,954 ― 48,468 48,468 

木質バイオマス 27,846 11,131 6,548 11,131 

農業系バイオマス 6,961 147 ― 147 

畜産系バイオマス 1,025 92 64 92 

廃棄物熱利用・発電 9,865 4,932 2,466 4,932 

ＢＤＦ製造 704 544 ― 544 

小水力発電 6,320 ― 138 138 

301,302
合計※ 

（242,116）
18,935 78,572 88,429 

   ※賦存量の合計は、太陽エネルギーとして太陽光発電を採択した場合の数字、 

（ ）内の数字は太陽熱利用を採択した場合の数字です。 
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表３－３２ 新エネルギー賦存量・利用可能量の総括（二酸化炭素換算比較） 

 
利用可能量 

賦存量 
熱利用 発電利用 

熱・発電どちら

か大きい方 
 

ｔ ｔ ｔ ｔ 

太陽光発電 184,512 ― 55,354 55,354 

太陽熱利用 27,669 5,534 ― 5,534 

風力発電 474,228 ― 128,440 128,440 

木質バイオマス 73,793 29,497 17,351 29,497 

農業系バイオマス 18,446 390 ― 390 

畜産系バイオマス 2,715 244 170 244 

廃棄物熱利用・発電 26,142 13,071 6,536 13,071 

ＢＤＦ製造 1,865 1,441 ― 1,441 

小水力発電 16,749 ― 366 366 

クリーンエネルギー

自動車 
― ― ― 3,753 

798,450
合計※ 

（641,607）
50,177 208,217 238,090 

   ※賦存量の合計は、太陽エネルギーとして太陽光発電を採択した場合の数字、 

（ ）内の数字は太陽熱利用を採択した場合の数字です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－４ 新エネルギー利用可能量（原油換算）の比較 
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